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魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
釈

-
祖
台
之
『
志
怪
』
(
続
)
-

本
稿
は
、
先
に
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
三
巻
　
(
一
九

九
三
年
)
　
に
掲
載
し
た
「
魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
釈
-
祖
台

之
『
志
怪
』
-
」
　
の
続
き
で
、
第
一
〇
話
か
ら
第
一
五
話
ま
で
を

収
録
す
る
。
祖
台
之
『
志
怪
』
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
前
稿
を
参

照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
前
稿
で
、
〔
祖
台
之
『
志
怪
』
　
の
注
釈
書
〕
と
し
て
、

○
鄭
字
強
校
注
『
列
異
伝
等
玉
穂
』
(
文
化
芸
術
出
版
社
、
一
九

八
八
年
)

の
み
挙
げ
た
が
、
そ
の
他
に
も
、

○
李
継
芽
・
韓
海
明
『
漠
規
六
朝
小
説
通
訳
　
(
下
)
b
　
(
上
海
古

籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
)

に
、
第
六
、
一
二
一
四
話
の
三
話
が
収
録
さ
れ
て
い
た
の
で
、

参
考
文
献
と
し
て
追
加
す
る
。

ま
た
、
前
稿
で
は
、
校
勘
に
際
し
て
、
魯
迅
が
依
拠
し
た
と
考

え
ら
れ
る
飽
崇
城
本
『
太
平
御
覧
』
を
使
用
し
な
か
っ
た
が
、
本

稿
で
は
、
〔
本
文
の
校
勘
に
使
用
し
た
文
献
〕
に
、

富

　

永

一

登

ヽ

○
飽
崇
城
校
宋
本
『
太
平
御
覧
』
　
光
緒
十
八
年
版
帰
学
海
堂
本

を
追
加
す
る
。

1
0
　
呉
中
書
郎
盛
沖
至
孝
①
。
母
王
氏
失
明
。
沖
聖
行
②
、
赦
稗

鳥
母
作
食
③
。
稗
乃
取
鯖
鱈
蒸
食
之
④
。
王
氏
甚
以
鳥
美
⑤
、
而

不
知
是
何
物
⑥
。
兄
遅
、
王
氏
語
日
⑦
、
『
汝
行
後
⑧
、
稗
進
吾

一
食
⑨
。
甚
甘
美
極
⑥
。
然
非
魚
非
肉
①
。
汝
試
問
之
。
』
既
而

問
稗
、
碑
服
日
②
、
『
質
是
膀
鱈
⑬
。
』
沖
抱
母
働
巽
⑭
。
母
自

害
然
開
明
⑮
。
〔
珠
林
四
十
九
　
(
四
部
本
六
十
二
)
。
御
覚
四
百

十
一
、
九
百
四
十
八
〕

【
校
異
】
①
盛
、
疎
林
作
成
。
捜
紳
記
・
曽
古
址
作
盛
彦
。
盛
字

是
。
沖
、
四
部
本
珠
林
・
御
覚
九
四
八
作
沖
(
飽
崇
城
本
作
沖
)
、

御
覧
四
一
一
作
仲
。
沖
、
沖
俗
字
。
②
藍
、
疎
林
・
御
覚
九
四
八

作
暫
。
③
赦
、
疎
林
・
飽
崇
城
本
御
覚
九
四
八
作
勅
、
四
部
本
疎

林
・
御
覚
四
一
一
・
九
四
八
作
勅
。
鳥
母
作
食
、
御
覧
地
作
食
母

二
字
。
④
稗
、
珠
林
無
。
鱈
下
、
疎
林
有
益
字
。
⑤
王
氏
、
御
覚
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四
一
一
作
母
一
字
。
.
甚
以
馬
美
、
飽
崇
城
本
御
覧
九
四
八
脱
以
鳥

二
字
。
⑥
而
、
疎
林
・
御
覚
四
一
一
無
。
⑦
王
氏
語
日
、
御
覚
四

一
一
作
母
日
二
字
。
⑧
後
、
御
覚
九
四
八
無
。
⑨
一
、
御
覚
四
一

一
無
。
⑬
美
極
、
御
覚
四
一
一
無
此
二
字
、
御
覚
九
四
八
無
極
字
。

①
非
肉
、
御
覚
四
一
一
・
飽
崇
城
本
御
男
九
四
八
無
非
字
。
②
稗

服
日
、
珠
林
作
稗
伏
二
字
　
(
四
部
本
疎
林
伏
作
服
)
。
御
覚
九
四

八
無
韓
日
二
字
。
⑬
質
、
御
党
九
四
八
作
食
。
⑯
母
、
飽
崇
城
本

御
覚
四
一
一
脱
。
⑮
開
明
、
御
覚
競
作
立
開
。

【
訓
読
】
　
呉
の
中
書
郎
盛
沖
は
至
孝
な
り
。
母
の
王
氏
失
明

し
ば
ら

す
。
沖
　
暫
く
行
く
に
、
稗
に
赦
し
て
母
の
為
に
食
を
作
ら
し
む
。

稗
　
乃
ち
輯
鱈
を
取
り
蒸
し
て
之
を
食
は
し
む
。
王
氏
甚
だ
以
て

う

ま

　

　

　

　

　

　

し

か

美
し
と
為
す
も
、
而
も
是
れ
何
物
な
る
か
を
知
ら
ず
。
児
還
り
、

王
氏
語
り
て
白
く
、
「
汝
行
き
し
後
、
稗
吾
に
一
食
を
進
む
。

甚
だ
甘
美
な
る
こ
と
極
ま
れ
り
。
然
れ
ど
も
魚
に
非
ず
肉
に
非
ず
。

汝
試
み
に
之
を
間
へ
」
と
。
既
に
し
て
碑
に
問
ふ
に
、
稗
　
服
し

て
日
く
、
「
実
は
是
れ
臍
鱈
な
り
」
と
。
沖
母
を
抱
き
て
働
果
す
。

母
の
日
　
霞
然
と
し
て
開
明
す
。

【
訳
文
】
　
呉
の
中
書
郎
の
盛
沖
は
大
の
孝
行
者
だ
っ
た
。
母
の

王
氏
が
失
明
し
た
。
沖
は
し
ば
ら
く
で
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
女

中
に
母
の
食
事
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
女
中
は
す
く
も

虫
を
取
っ
て
き
て
蒸
し
て
食
べ
さ
せ
た
。
王
氏
は
大
変
お
い
し
い

と
思
っ
た
が
、
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
子

の
沖
が
帰
っ
て
き
た
と
き
、
王
氏
は
、
「
お
前
が
出
か
け
た
後
、

女
中
が
私
に
あ
る
食
べ
物
を
出
し
た
。
お
い
し
い
こ
と
こ
の
上
な

か
っ
た
が
、
魚
で
も
な
い
し
肉
で
も
な
い
。
お
ま
え
ち
ょ
っ
と
尋

ね
て
み
て
お
く
れ
」
と
語
っ
た
。
や
が
て
女
中
に
問
う
と
、
女
中

は
平
伏
し
て
、
「
実
は
あ
れ
は
す
く
も
虫
で
し
た
」
と
言
っ
た
。

沖
は
母
を
抱
き
か
か
え
て
大
声
で
泣
き
叫
ん
だ
。
す
る
と
母
の
日

は
に
わ
か
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
注
釈
】
　
人
中
書
郎
盛
沖
>
　
中
書
郎
は
、
詔
令
な
ど
の
文
書
を

司
る
役
職
、
中
書
侍
郎
の
こ
と
。
盛
沖
、
『
捜
神
記
』
　
で
は
「
盛

彦
」
に
作
る
。
『
晋
書
』
巻
八
八
孝
友
伝
に
盛
彦
の
伝
が
あ
り
、

こ
の
話
　
(
『
捜
神
記
』
と
ほ
ぼ
同
文
)
　
の
後
に
、
「
彦
仕
呉
、
至

中
書
侍
郎
。
」
と
記
す
。
盛
彦
に
関
す
る
話
と
し
た
方
が
よ
い
と

思
わ
れ
る
。
な
お
「
盛
沖
」
は
、
『
三
国
志
』
(
呉
書
)
に
見
え
、

郎
中
と
し
た
孫
権
の
子
孫
休
に
学
を
授
け
、
孫
休
が
即
位
し
た
時

は
、
博
士
と
な
っ
て
い
る
　
(
『
三
国
志
』
巻
四
八
呉
書
孫
休
伝
)
。

人
臍
鱈
>
　
す
く
も
虫
。
地
虫
。
糞
土
の
中
に
い
る
。
『
爾
雅
』

釈
虫
「
填
、
臍
鱈
」
　
の
郭
瑛
注
に
、
「
在
糞
土
中
。
」
と
い
い
、

陸
機
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
に
も
「
墳
鱈
、
生
糞
中
。
」
と

い
う
。
『
御
覧
』
巻
九
四
八
引
『
本
革
経
』
に
、
「
壇
鱈
、
一
名

墳
斉
、
主
治
血
疫
。
」
と
、
薬
効
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
、
後
に

こ
の
話
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
目
の
中
の
　
「
淫
膚
、
舌
翳
、
自
膜
」

を
治
す
効
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
(
『
本
草
綱
目
』

巻
四
一
)
。
鄭
字
技
校
注
・
漢
語
大
詞
典
で
は
、
「
金
亀
子
的
幼

虫
」
(
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
幼
虫
)
と
す
る
。
　
<
看
然
)
　
に
わ
か
に
。

す
み
や
か
な
様
を
い
う
。
枚
乗
「
七
発
」
(
『
文
選
』
巻
三
四
)
「

沼
然
汗
出
、
霹
然
病
己
」
　
の
李
善
注
に
、
「
雷
、
疾
貌
也
。
」
と
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あ
る
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
『
捜
神
記
』
巻
一
一
に
見
え
る
、
「
周

暢
」
　
(
第
二
七
七
話
)
・
「
王
祥
」
(
第
二
七
八
話
)
・
「
王
延
」
(
第

二
七
九
話
)
・
「
楚
僚
」
(
第
二
八
〇
話
)
・
「
郭
巨
」
(
第
二
八
三

話
)
・
「
衡
農
」
(
第
二
八
六
)
・
「
羅
威
」
(
第
二
八
七
話
)
　
な
ど

と
同
様
の
、
母
に
孝
養
を
尽
く
す
と
奇
跡
が
起
こ
る
と
い
う
孝
子

伝
の
一
つ
で
あ
る
。

祖
台
之
『
志
怪
』
　
で
は
、
碑
が
母
に
す
く
も
虫
を
食
べ
さ
せ
た

理
由
や
、
そ
れ
を
食
べ
た
母
の
疑
念
、
碑
に
問
い
た
だ
す
場
面
の

描
写
が
不
明
確
で
、
母
は
本
当
に
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
て

も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
も
と
れ
る
。
し
か
し
、
『

捜
神
記
』
と
『
晋
書
』
　
で
は
、

○
『
捜
神
記
』
巻
一
一
(
第
二
八
一
話
)

盛
彦
、
字
翁
子
、
廣
陵
人
。
母
王
氏
、
因
疾
失
明
、
彦
窮
自

侍
養
。
母
食
、
必
自
哺
之
。
母
疾
既
久
、
至
於
稗
便
数
見
撞

撞
。
坤
忽
恨
、
閏
彦
暫
行
、
取
臍
鱈
灸
飴
之
。
母
食
、
以
鳥

美
、
然
疑
是
異
物
、
密
蔵
以
示
彦
。
彦
見
之
、
抱
母
働
巽
、

絶
而
復
蘇
。
母
日
給
然
即
開
、
於
此
遂
愈
。
(
盛
彦
、
字
は

翁
子
、
広
陵
の
人
な
り
。
母
の
王
氏
、
疾
に
因
り
て
失
明
し
、

み

づ

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ

く

彦
　
窮
自
ら
侍
養
す
。
母
　
食
ふ
に
、
必
ず
自
ら
之
に
哺
ま
し

や

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ば

む
。
母
疾
ひ
既
に
久
し
く
、
碑
便
数
し
ぼ
担
接
せ
ら
る
る

に
至
る
。
稗
　
忽
恨
し
、
彦
の
暫
く
行
く
を
聞
き
、
臍
鱈
を

あ

ぶ

　

　

　

　

く

ら

取
り
英
h
ソ
て
之
を
飴
は
し
む
。
母
　
食
ひ
、

以

て

す
も
、
然
れ
ど
も
是
れ
異
物
な
ら
ん
か
と
疑
ひ
、

密富美孟
か　し

に　と

蔵晋為

し
て
以
て
彦
に
示
す
。
彦
　
之
を
見
て
、
母
を
抱
き
て
働
巽

し
、
絶
し
て
復
た
蘇
る
。
母
の
日
給
然
と
し
て
即
ち
開
き
、

此
よ
り
遂
に
愈
ゆ
。
)

○
『
晋
書
』
巻
八
八
孝
友
伝
盛
彦

母
王
氏
、
因
疾
失
明
、
彦
毎
言
及
、
未
嘗
不
流
沸
。
於
是
不

應
辟
召
、
窮
自
侍
養
、
母
食
、
必
自
哺
之
。
母
既
疾
久
、
至

干
稗
便
数
見
担
漣
。
稗
念
恨
、
伺
彦
暫
行
、
取
臍
鱈
夷
飴
之
。

母
食
、
以
為
美
、
然
疑
是
異
物
、
密
戒
以
示
彦
。
彦
見
之
、
.

抱
母
働
巽
、
絶
而
復
蘇
。
母
日
給
然
即
閲
、
従
此
遂
愈
。
(

ご
と

母
の
王
氏
、
疾
に
因
り
て
失
明
し
、
彦
　
言
及
す
る
毎
に
、

末
だ
嘗
て
沸
を
流
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
是
に
於
い
て
辟
召
に

み

づ

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

　

　

　

　

　

ふ

く

応
ぜ
ず
、
窮
自
ら
侍
養
す
。
母
食
ふ
に
、
必
ず
自
ら
之
に
哺

や

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ば

ま
し
む
。
母
疾
ひ
既
に
久
し
く
、
碑
便
数
し
ぼ
撞
接
せ
ら

る
る
に
至
る
。
稗
▼
　
念
恨
し
、
彦
の
暫
く
行
く
を
伺
ひ
、
臍

あ

ぶ

　

　

　

　

く

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

ま

鱈
を
取
り
灸
り
て
之
を
飴
は
し
む
。
母
　
食
ひ
、
以
て
美
し

ひ
そ

と
為
す
も
、
然
れ
ど
も
是
れ
異
物
な
ら
ん
か
と
疑
ひ
、
密
か

か
く

に
蔵
し
て
以
て
彦
に
示
す
。
彦
　
之
を
見
て
、
母
を
抱
き
て

働
其
し
、
絶
し
て
復
た
蘇
る
。
母
の
日
　
缶
然
と
し
て
即
ち

開
き
、
此
よ
り
遂
に
愈
ゆ
。
)

と
、
母
に
む
ち
打
た
れ
て
怨
み
を
抱
い
て
い
た
稗
が
、
盛
彦
の
留

守
中
に
母
に
す
く
も
虫
を
食
べ
さ
せ
、
母
が
異
物
だ
と
疑
っ
て
そ

の
食
事
の
一
部
を
残
し
、
後
で
息
子
に
見
せ
る
と
い
う
筋
立
て
に

な
っ
て
い
る
。
筋
は
明
確
だ
が
、
母
の
意
地
悪
さ
が
目
立
つ
。
祖

台
之
は
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
改
変
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
母
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が
稗
を
む
ち
打
っ
た
こ
と
を
削
除
し
、
疑
念
を
抱
く
と
こ
ろ
も
「

魚
に
非
ず
肉
に
非
ず
」
と
記
す
だ
け
に
し
、
す
く
も
虫
と
分
か
る

場
面
も
、
母
が
盛
沖
に
稗
に
尋
ね
さ
せ
、
稗
自
身
が
「
実
は
是
れ

臍
鱈
な
り
」
と
答
え
る
よ
う
に
、
会
話
文
を
使
っ
た
文
章
に
書
き

換
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
『
捜
神
記
』
　
の
文
か
ら
感
じ
ら

れ
る
母
親
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
消
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。な

お
、
『
捜
神
記
』
巻
一
一
で
は
、
こ
の
話
の
後
に
、
「
蛸
蛇

胆
」
(
第
二
八
二
)
と
い
う
、
晋
の
顔
含
が
兄
嫁
の
目
の
病
を
治

す
た
め
に
蛇
の
肝
を
手
に
入
れ
て
食
べ
さ
せ
る
話
を
採
録
し
て
い

る
。

11

呉
中
有
一
士
大
夫
①
、
於
都
恨
遥
②
。
行
至
曲
阿
塘
上
、
見

一
女
子
③
、
容
貌
端
正
④
。
便
呼
帥
来
⑤
、
便
留
住
宿
⑥
。
士
解

皆
上
金
鈴
繁
共
営
⑦
、
令
算
更
来
、
蓬
不
至
⑧
。
明
日
⑨
、
更
使

尋
求
⑳
、
郡
無
此
色
①
。
忽
過
一
緒
圏
邊
②
、
見
母
猫
皆
上
繋
金

鈴
⑬
。
〔
御
覧
九
百
三
、
七
百
十
七
」
書
跡
一
百
三
十
五
〕

【
校
異
】
①
一
士
大
夫
、
書
紗
作
士
人
二
字
、
御
覚
七
一
七
王
大

夫
三
字
。
②
於
郡
償
還
、
苔
紗
・
御
覚
七
一
七
無
。
③
行
至
曲
阿

塘
上
見
一
女
子
、
書
紗
作
干
曲
阿
見
塘
上
有
一
女
子
十
字
、
御
覚

九
〇
三
作
至
曲
阿
塘
上
見
一
女
子
九
字
　
(
飽
崇
城
本
至
作
西
)
、

御
覚
七
一
七
作
行
至
曲
阿
回
塘
上
有
一
女
子
十
一
字
。
④
容
貌
端

正
、
御
覚
七
一
七
無
、
御
覚
九
〇
三
作
甚
美
二
字
、
書
跡
貌
作
見
。

⑤
便
呼
即
来
、
御
覧
拉
無
。
⑥
便
留
住
宿
、
書
紗
無
住
字
、
御
覚

九
〇
三
作
留
其
宿
三
字
。
⑦
士
解
瞥
上
金
鈴
繁
其
皆
、
書
紗
作
士

乃
解
金
鈴
繁
女
官
八
字
、
御
覚
七
一
七
作
解
腎
上
金
合
繋
其
肘
下

九
字
、
御
党
九
〇
三
作
士
解
瞥
金
鈴
繁
女
皆
八
字
(
飽
崇
城
本
鈴

作
鈴
、
下
同
)
。
⑧
令
算
更
来
途
不
至
、
書
妙
無
令
算
更
来
蓬
不

六
字
、
至
字
屠
下
旬
。
御
覚
地
算
作
暮
。
⑨
明
日
、
御
覚
拉
無
。

⑬
更
使
尋
求
、
喜
紗
作
更
求
女
三
字
、
御
覚
九
〇
三
作
使
人
求
三

字
。
⑫
都
無
此
色
、
書
紗
色
作
人
、
御
覚
七
一
七
此
色
作
女
人
、

飽
崇
城
本
御
覚
七
一
七
都
作
釦
。
②
忽
過
一
猶
圏
邊
、
書
紗
圏
作

牢
、
御
覚
七
一
七
作
過
猪
欄
邊
四
字
、
御
覧
九
〇
三
作
過
猪
圏
三

字
　
(
飽
崇
城
本
九
〇
三
猪
作
猪
、
下
同
)
。
⑬
見
母
猫
腎
上
繋
金

鈴
、
書
跡
繋
作
有
、
御
覚
九
〇
三
母
上
有
一
字
、
御
覚
七
一
七
作

見
措
辞
有
合
五
字
　
(
飽
崇
城
本
押
作
胴
)
。
[
畜
妙
孔
虞
陶
校
記

云
、
陳
愈
本
土
作
一
、
脱
容
字
、
無
便
字
、
呼
下
有
之
字
、
無
士

字
、
女
腎
作
其
腎
、
都
作
卯
、
脱
此
字
、
脱
一
字
。
緑
同
。
]

【
訓
読
】
　
具
申
に
一
士
大
夫
有
り
、
都
よ
り
侶
も
て
還
る
。
行

き
て
曲
阿
の
塘
上
に
至
り
、
一
女
子
を
見
る
、
容
貌
端
正
な
り
。

と
と
ま

便
ち
呼
べ
ば
即
ち
来
た
り
、
便
ち
留
住
り
て
宿
す
。
士
　
官
上
の

つ
な

金
鈴
を
解
き
て
其
の
皆
に
繋
ぎ
、
基
に
更
に
来
た
ら
し
め
ん
と
す

す
ぺ

る
も
、
遂
に
至
ら
ず
。
明
日
、
更
に
尋
ね
求
め
し
む
る
も
、
都
て

あ
た
り

此
の
色
無
し
。
忽
ち
一
つ
の
緒
圏
の
辺
を
過
そ
る
に
、
母
猫
の

腎
上
に
金
鈴
を
繋
λ
1
を
見
る
。

【
訳
文
】
　
呉
の
士
人
が
、
休
暇
で
都
か
ら
郷
里
に
帰
っ
て
い
た
。

途
中
、
曲
阿
の
堤
の
ほ
と
り
で
、
ひ
と
り
の
端
正
な
女
性
を
見
か

け
た
。
呼
ぶ
と
す
人
1
に
や
っ
て
来
て
、
彼
の
も
と
で
一
夜
を
過
ご

60



第八号中国学研究論集

し
た
。
士
人
は
腕
か
ら
金
の
鎖
を
は
ず
し
て
女
の
腕
に
つ
け
て
、

碁
に
ま
た
来
る
よ
う
に
言
っ
た
が
、
や
っ
て
来
な
か
っ
た
。
翌
日
、

女
を
捜
さ
せ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
女
は
ど
こ
に
も
い
な
か
っ
た
。

ふ
と
あ
る
腰
小
屋
の
あ
た
り
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
母
豚
の
足
に
金

の
鎖
が
結
ば
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
　
　
　
)

【
注
釈
】
　
<
呉
中
有
一
士
大
夫
)
　
『
捜
神
記
』
(
補
説
参
照
)

で
は
、
「
晋
有
一
士
人
、
姓
王
、
家
在
呉
郡
。
」
と
、
晋
の
と
き

の
士
人
で
、
家
が
呉
郡
に
あ
っ
た
王
と
い
う
人
だ
と
記
す
。
　
<

於
都
償
還
>
　
都
か
ら
休
暇
で
郷
里
に
帰
る
。
鄭
字
強
校
注
は
、

「
在
京
都
請
偶
回
家
」
と
解
す
る
が
、
こ
れ
は
正
確
で
な
く
、
李

継
芽
・
韓
海
明
『
漢
醜
六
朝
小
説
通
訳
』
　
の
　
「
乗
慣
自
由
都
城
還

郷
」
と
訳
す
方
が
よ
い
。
「
偏
還
」
　
は
、
『
世
説
新
語
』
言
語
篇

5
9
「
榔
受
償
還
東
。
」
(
郡
偶
を
受
け
て
東
に
還
る
)
、
『
世
説
新

語
』
排
調
窟
5
6
「
顧
長
康
作
股
荊
州
佐
、
請
償
還
東
。
」
　
(
顧
長

た

康
　
股
荊
州
の
佐
作
り
し
と
き
、
偶
を
請
ひ
て
東
に
還
る
)
、
『
幽

明
録
』
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
一
九
八
話
、
『
御
覧
』
巻
九
三
四

引
)
「
会
稽
郡
吏
郡
解
薛
重
得
償
還
家
。
」
(
会
稽
郡
真
部
県
の
薛

重
.
偶
を
得
て
家
に
還
る
)
　
の
、
「
受
」
「
請
」
「
得
」
が
略
さ
れ

た
も
の
。
最
初
の
『
世
説
新
語
』
言
語
欝
の
榔
超
の
話
は
、
『
文

選
b
巻
三
八
任
坊
「
為
斉
明
帝
譲
宣
城
郡
公
第
一
表
」
　
の
「
家
國

之
事
、
一
至
於
斯
」
李
誉
注
引
孫
盛
『
晋
陽
春
秋
』
(
『
類
棄
』

巻
一
三
引
同
)
　
に
も
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
は
、
「
都
超
償
還

東
」
(
胡
氏
考
異
に
「
何
校
都
改
都
、
陳
同
、
是
也
。
各
本
皆
誤
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
「
都
」
は
「
都
」
　
の
誤
り
)
　
と
、
「
受
」
を
省

略
し
て
あ
る
。
　
人
曲
阿
塘
上
)
　
曲
阿
は
、
県
名
。
今
の
江
蘇
省

丹
陽
市
。
曲
阿
湖
と
い
う
湖
が
あ
る
。
塘
上
は
、
つ
つ
み
の
ほ
と

り
。
　
入
金
鈴
>
　
金
の
鎖
。
鄭
学
鞍
校
注
は
「
金
鑓
子
」
、
『
漠

規
六
朝
小
説
通
訳
』
は
「
鎖
」
と
す
る
。
「
鈴
」
は
、
鍵
、
錠
前

の
意
だ
が
、
鍵
で
は
意
が
通
じ
に
く
い
の
で
、
チ
ェ
ー
ン
状
の
鎖

の
意
に
解
し
た
。
『
北
堂
喜
紗
』
巻
一
三
五
「
服
飾
部
」
四
「
鈴
」

に
は
、
こ
の
話
と
、
『
幽
明
録
』
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
一
三
五

話
)
　
の
「
義
烈
三
年
、
山
陰
徐
埼
毎
出
門
、
見
一
女
子
、
見
積
艶

麗
。
埼
便
解
曽
上
銀
鈴
贈
之
。
女
日
、
『
感
君
来
航
。
』
　
以
青
銅

鏡
興
埼
、
便
爾
結
島
尻
償
。
(
義
輿
二
年
、
山
陰
の
徐
埼
門
を
出

づ
る
毎
に
、
一
女
子
を
見
る
、
見
極
め
て
艶
麗
た
り
。
埼
便
ち

腎
上
の
銀
鈴
を
解
き
て
之
に
贈
る
。
女
日
く
、
「
君
の
采
脱
に
感

ナ
な
は

ず
」
と
。
青
銅
の
鏡
を
以
て
埼
に
与
へ
、
便
爾
ち
結
び
て
抗
偲
と

為
る
。
)
　
の
二
話
を
引
く
。
当
時
の
男
性
は
、
金
や
銀
の
腕
輪
の

よ
う
な
も
の
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
鄭
晩
晴
校
注
『

幽
明
録
』
に
は
、
「
銀
練
子
」
(
「
練
」
は
「
鑓
」
　
の
誤
植
で
あ
ろ

う
)
と
解
す
る
。
な
お
、
『
書
紗
』
一
三
六
に
も
同
じ
『
幽
明
録
』

を
引
き
「
鈴
」
に
作
る
。
『
御
覧
』
八
一
二
引
『
幽
明
録
』
は
「

鉛
」
に
作
る
。
『
幽
明
録
』
　
の
話
は
、
『
異
苑
』
巻
六
に
も
見
え
、

「
鈴
」
に
作
る
。
祖
台
之
『
志
怪
』
と
同
話
を
記
載
す
る
『
捜
神

記
』
は
「
金
鈴
」
に
作
る
。
　
人
都
無
此
色
>
　
そ
の
よ
う
な
姿
形

の
女
は
ど
こ
に
も
い
な
い
。
「
色
」
は
、
斯
学
強
校
注
に
　
「
此
処

色
字
指
形
体
、
長
相
。
」
と
解
す
る
。
　
<
蒲
田
>
　
豚
小
屋
。
『

捜
神
記
』
は
「
猪
欄
」
に
作
る
。
『
論
衡
』
吉
験
算
に
「
猪
潤
」
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と
い
う
の
も
同
じ
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
次
の
『
捜
神
記
』
巻
一
八
　
(
第
四
三
〇

話
)
「
猪
腎
金
鈴
」
(
『
広
記
』
巻
四
三
九
引
『
捜
神
記
』
同
。
明

抄
本
『
広
記
』
作
「
出
績
捜
紳
後
記
」
。
)
と
同
じ
で
あ
る
。

曽
有
一
士
人
、
姓
王
、
家
在
呉
郡
。
還
至
曲
阿
、
日
暮
、
引

船
上
昔
大
域
。
見
埴
上
有
一
女
子
、
年
十
七
八
。
便
呼
之
留

宿
。
至
暁
、
解
金
鈴
繁
其
背
。
使
人
随
至
家
、
都
無
女
人
。

国
道
猪
欄
中
、
見
母
猪
官
有
金
鈴
。
(
晋
に
一
士
人
有
り
、

姓
は
王
、
家
は
呉
郡
に
在
り
。
還
り
て
曲
阿
に
至
り
、
日
暮

れ
、
船
を
引
き
て
上
げ
て
大
域
に
当
つ
。
域
上
に
一
女
子
有

る
を
見
る
、
年
十
七
八
な
り
。
便
ち
之
を
呼
び
留
宿
せ
し
む
。

暁
に
至
り
、
金
鈴
を
解
き
て
其
の
腎
に
繋
そ
。
人
を
し
て
随

ひ
て
家
r
に
至
ら
し
む
る
も
、
都
て
女
人
無
し
。
因
り
て
猪
欄

の
中
に
遠
ま
る
に
、
母
猪
の
常
に
金
鈴
有
る
を
見
る
。
)

男
が
女
と
懇
ろ
な
中
に
な
り
、
そ
の
女
が
実
は
異
類
だ
っ
た
と

い
う
異
類
婚
姻
譚
で
あ
る
。
六
朝
志
怪
に
見
ら
れ
る
異
類
婚
説
話

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
人
虎
伝
の
系
譜
〓
ハ
朝
化
虎
譚
か
ら
唐
伝

奇
小
説
へ
こ
(
『
中
国
中
世
文
字
研
究
』
1
3
号
、
一
九
七
八
年
)

に
一
覧
表
を
掲
載
し
て
あ
る
。
ま
た
、
専
著
に
、
顔
慧
瑛
著
『
六

朝
志
怪
小
説
異
類
姻
縁
故
事
研
究
』
(
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四

年
)
が
あ
る
。

曲
阿
に
は
、
い
く
つ
か
の
同
類
の
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。

○
『
甑
異
伝
』
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
八
話
、
『
広
記
』
巻
三
二

四
、
『
御
覧
』
巻
七
一
八
引
)
、
『
異
苑
』
巻
六
同
話
。

柿
郡
人
秦
樹
者
、
家
在
曲
阿
小
辛
村
。
義
照
中
、
嘗
自
京
昂
、

未
至
二
十
里
許
、
天
晴
失
道
、
造
望
火
光
、
往
投
之
。
見
一

女
子
桑
畑
出
、
云
、
「
女
弱
濁
居
、
不
得
宿
客
。
」
樹
日
、
「

欲
進
路
、
擬
夜
不
可
前
去
、
乞
寄
外
住
。
」
　
女
然
之
。
樹
既

進
坐
克
、
以
此
女
濁
虎
二
室
、
慮
其
夫
至
、
不
敢
安
眠
。
女

日
、
「
何
以
過
嫌
、
保
無
慮
、
不
相
誤
也
。
」
　
烏
樹
設
食
、

食
物
悉
是
陳
久
。
樹
日
、
「
承
未
出
通
、
我
亦
未
婚
、
欲
結

大
義
、
能
相
顧
否
。
」
女
笑
日
、
「
自
顧
都
薄
、
豊
足
抗
償
。
」

遂
興
寝
止
。
向
農
、
樹
去
、
乃
倶
起
執
別
。
女
泣
日
、
「
興

君
一
視
、
後
面
莫
期
。
」
以
指
環
一
望
胎
之
、
結
置
衣
帯
、

相
送
出
門
。
樹
低
頭
急
去
、
数
十
歩
、
顧
其
宿
虚
、
乃
是
家

墓
。
居
数
日
、
亡
其
指
環
、
帯
結
細
故
。

○
『
幽
明
録
』
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
一
六
九
話
、
『
類
棄
』
巻

八
二
引
)東

平
呂
球
、
豊
財
美
貌
、
乗
船
至
曲
阿
湖
、
値
風
不
得
行
、

泊
菰
際
。
見
一
少
女
、
乗
船
採
菱
、
學
鰭
皆
衣
荷
菜
。
因
問
、

「
姑
非
鬼
邪
、
衣
服
何
至
如
此
。
」
女
則
有
健
色
、
苔
云
、

「
子
不
問
荷
衣
今
蓄
帯
、
快
而
来
今
忽
而
逝
平
。
」
然
有
健

容
、
道
舟
理
稗
、
邊
巡
而
去
。
球
道
射
之
、
印
獲
一
蹴
、
向

者
之
船
、
皆
是
頻
繁
慈
藻
之
葉
。
見
老
母
立
岸
側
、
如
有
所

候
、
望
見
船
過
、
困
問
云
、
「
君
向
来
不
見
湖
中
採
菱
女
子

邪
。
」
球
云
、
「
近
在
後
。
」
　
尋
射
、
復
獲
老
猫
。
居
湖
次
者

成
云
、
「
湖
中
常
有
採
菱
女
、
容
色
過
人
、
有
時
至
人
家
、
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結
好
者
甚
衆
。
」

前
者
は
、
茎
中
の
死
ん
だ
女
と
一
夜
を
過
ご
す
話
で
、
後
者
は

狽
が
女
の
姿
で
男
を
誘
う
話
で
あ
る
。
ま
た
、

○
『
幽
明
録
』
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
一
八
八
話
、
『
御
覧
』
巻

七
六
六
引
)

曲
阿
有
一
人
、
忘
姓
名
。
従
京
還
、
遺
暮
不
得
至
家
。
退
雨
、

宿
廣
屋
中
。
雨
止
月
朗
、
追
見
一
女
子
、
来
至
屋
蒼
下
。
便

有
悲
嘆
之
音
、
乃
解
腰
中
絶
純
、
懸
屋
角
自
絞
、
又
党
屋
蒼

上
如
有
人
牽
縄
絞
。
此
人
密
以
刀
断
絶
紐
。
又
析
屋
上
、
見

一
鬼
西
走
。
向
曙
、
女
気
方
蘇
、
能
語
。
家
在
前
、
持
此
人

格
昂
、
向
女
父
母
説
其
事
、
或
是
天
運
使
然
、
因
以
女
嫁
輿

焉
妻
。

と
い
う
よ
う
な
、
首
を
つ
ろ
う
と
す
る
女
を
助
け
て
、
結
ば
れ
る

話
も
あ
る
。

豚
が
女
に
変
身
す
る
話
は
、
次
の
よ
う
な
唐
代
の
話
に
も
見
ら

れ
る
。

○
『
太
平
広
記
』
巻
四
三
九
「
畜
猷
」
六
「
元
信
」
(
出
『
広
古

今
五
行
記
』
)

唐
長
安
中
、
捜
州
人
元
信
居
汝
陽
螺
、
養
一
牝
猪
経
十
鰊
年
。

一
朝
失
之
。
乃
向
汝
陽
、
璧
馬
婦
人
。
年
二
十
二
三
許
、
甚

有
資
質
。
造
一
大
家
門
云
、
「
新
婦
不
知
所
通
。
間
此
須
人

養
義
。
故
来
求
作
。
」
主
人
悦
之
、
遂
延
興
女
同
居
。
其
婦

人
其
能
杭
粧
結
束
、
得
鏡
抵
活
酒
、
地
買
脂
粉
而
己
。
後
興

少
年
飲
過
、
囚
人
林
酵
臥
。
復
是
牝
猪
形
耳
。
雨
頬
猶
有
脂

澤
在
焉
。

○
『
太
平
広
記
』
巻
四
三
九
「
畜
猷
」
六
「
李
扮
」
(
出
『
集
異

記』)
李
扮
秀
才
者
、
越
州
上
虞
人
也
。
性
好
幽
寂
、
常
居
四
明
山
。

山
下
有
張
老
荘
。
其
豪
富
、
多
養
家
。
天
資
末
、
中
秋
之
夕
、

扮
歩
月
於
庭
、
撫
琴
自
適
。
忽
聞
戸
外
有
嘆
美
之
蟹
、
問
之

日
、
「
誰
人
夜
久
至
此
山
院
。
請
聞
命
臭
。
」
俄
有
女
子
笑

日
、
「
巽
観
長
卿
之
妙
耳
。
」
扮
啓
戸
視
之
、
乃
人
間
之
極

色
也
。
唯
覚
其
口
有
黒
色
。
扮
問
日
、
「
子
得
非
神
仙
乎
。
」

女
日
、
「
非
也
。
妾
乃
山
下
張
家
女
也
。
夕
来
、
以
父
母
暫

過
東
村
、
福
至
於
此
、
私
面
君
子
。
幸
無
責
也
。
」
扮
析
然

日
、
「
娘
子
既
能
降
顧
。
聯
可
従
容
。
」
女
乃
昇
階
展
鼓
、

言
笑
談
諺
。
扮
莫
能
及
。
夜
蘭
就
寝
、
備
壷
綿
槌
。
俄
爾
晨

鶏
報
曙
、
女
起
告
軒
。
扮
意
惜
別
。
乃
漕
取
女
青
艶
履
一
隻
、
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戒
衣
笥
中
。
時
扮
歌
枕
慣
廉
。
女
乃
撫
扮
悲
泣
。

日
、
「
願
無
留
此
。
今
夕
再
至
。
脱
君
留
之
、

於
君
子
。
」
扮
不
允
。
女
競
泣
而
去
。
扮
覚
、

粘
鮎
出
戸
。
扮
異
之
、
乃
開
笥
、
視
青
駐
履
、

耳
。
扮
憧
骸
、
尋
血
至
山
前
張
氏
渦
中
。
見
一

列
一
殻
。
家
視
扮
、
瞑
目
喝
噂
、
如
有
怒
色
。

求
索
其
履
、

妾
身
必
死
謝

視
淋
前
鮮
血

則
一
猪
蹄
殻

牝
家
、
後
足

扮
以
事
自
張

里
。
里
即
殺
之
。
扮
乃
棄
山
院
、
別
遊
他
口
巴
。

特
に
後
者
は
、
豚
が
化
し
た
女
と
一
夜
を
過
ご
す
話
で
あ
り
、

六
朝
志
怪
の
豚
に
関
す
る
異
類
婚
説
話
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
か

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
話
で
あ
る
。
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な
お
、
楽
府
詩
に
「
塘
上
行
」
が
あ
り
、
棄
婦
の
悲
し
み
を
詠

う
(
『
文
選
』
巻
二
八
陸
機
楽
府
「
塘
上
行
」
李
善
注
引
『
歌
録
』

に
よ
る
と
、
古
辞
と
も
、
甑
皇
后
あ
る
い
は
魂
の
文
帝
と
も
武
帝

と
も
言
わ
れ
る
と
い
う
)
。
陸
機
の
　
「
塘
上
行
」
　
に
つ
い
て
、
『

楽
府
詩
集
』
巻
三
五
の
解
題
に
は
、
「
言
婦
人
衰
老
失
寵
、
行
於

塘
上
、
而
為
此
歌
。
」
と
い
う
。
ま
た
、
『
南
史
』
巻
五
〇
劉
瑾

伝
に
、
麓
が
友
人
の
孔
過
と
舟
に
乗
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
塘
上
に

一
人
の
女
が
い
た
の
を
、
孔
過
が
目
で
追
っ
て
「
美
し
く
て
色
っ

ぽ
い
」
と
い
う
と
、
址
は
、
君
子
の
言
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
、

君
は
我
が
友
で
は
な
い
と
言
い
交
わ
り
を
断
っ
た
と
い
う
話
が
あ

る
。
塘
上
と
女
性
は
、
関
連
づ
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

1
2
　
廷
尉
徐
元
超
嫁
女
、
従
祖
興
外
見
孔
正
陽
共
詣
徐
家
。
道
中

有
土
橋
①
、
見
一
小
見
、
保
身
正
赤
②
、
手
持
刀
、
長
五
六
寸
、

坐
糖
上
磨
甚
駿
③
、
濁
語
。
因
跳
車
上
曲
閑
中
坐
④
、
反
覆
視
刀
、

抵
舐
之
。
至
徐
家
門
前
桑
樹
下
⑤
、
又
跳
下
、
坐
灰
中
、
復
更
磨

刀
。
日
晴
、
新
婦
就
車
中
、
見
小
見
持
刀
入
室
、
便
刺
新
婦
、
新

婦
應
刀
而
倒
。
扶
邁
解
衣
、
硯
心
腹
紫
色
⑥
、
如
酒
柴
犬
。
有
頃

便
亡
⑦
。
鬼
子
出
門
供
刀
。
上
有
血
、
塗
桑
樹
葉
⑧
、
火
撚
⑨
、

斯
須
焼
畠
⑳
。
〔
御
覚
三
百
四
十
五
〕

【
校
異
】
①
臆
、
御
覧
作
培
、
下
同
。
飽
崇
城
本
興
鈎
沈
本
地
同
。

②
保
、
鈎
沈
本
作
裸
。
今
按
御
覧
改
。
③
坐
、
鈎
沈
本
作
企
。
今

接
御
覚
改
。
飽
崇
城
本
輿
鈎
沈
本
同
。
敬
、
飽
崇
城
本
作
駿
。
④

閑
、
御
覚
作
蘭
、
飽
崇
城
本
輿
鈎
沈
本
同
。
⑤
桑
、
御
党
作
葉
、

下
同
。
⑧
心
、
鈎
沈
本
作
小
。
今
接
御
覚
改
。
飽
崇
城
本
輿
鈎
沈

本
同
。
⑦
有
頃
、
鈎
沈
本
作
炊
頃
。
今
接
御
覧
改
。
飽
崇
城
本
興

鈎
沈
本
同
。
⑧
樹
下
、
鈎
沈
本
行
葉
字
。
今
接
御
覧
改
。
⑨
燃
、

鈎
沈
本
作
然
。
今
接
御
覧
改
。
⑳
須
、
御
覚
作
済
、
飽
崇
城
本
興

鈎
沈
本
同
。
焼
下
、
鈎
沈
本
無
蓋
字
。
今
接
御
覚
補
。
飽
崇
城
本

輿
鈎
沈
本
同
。

む
丁
め

【
訓
読
】
　
廷
尉
の
徐
元
礼
　
女
を
嫁
が
し
む
る
に
、
従
祖
と
外

い
た

見
の
孔
正
陽
と
共
に
徐
の
家
に
詣
る
。
道
中
に
土
膳
有
り
、
一
小

児
を
見
る
、
保
身
に
し
て
正
赤
、
手
に
刀
を
持
つ
、
長
さ
五
六
寸
、

は
や

塘
上
に
坐
し
て
磨
く
こ
と
甚
だ
敬
く
、
独
語
す
。
因
り
て
車
上
に

跳
び
曲
閲
の
中
に
坐
し
、
反
覆
し
て
刀
を
視
、
抵
ち
之
を
舐
む
。

徐
家
の
門
前
の
桑
樹
の
下
に
至
り
、
又
跳
び
下
り
、
灰
中
に
坐
し

く

て
、
復
た
更
に
刀
を
磨
く
。
日
晴
れ
、
新
婦
　
車
中
に
就
く
に
、

小
児
　
刀
を
持
ち
て
室
に
入
る
を
見
る
、
便
ち
新
婦
を
刺
し
、
新

た
丁

婦
　
刀
に
応
じ
て
倒
る
。
扶
け
還
り
衣
を
解
く
に
、
心
腹
に
紫
色

こ

ろ

　

　

　

　

　

　

　

し

の
、
酒
粟
の
如
く
大
な
る
を
視
る
。
頃
有
り
て
便
ち
亡
す
。
鬼
子

ま

門
を
出
で
て
刀
を
供
は
す
。
上
に
血
有
り
、
桒
樹
に
塗
る
に
、

火
燃
え
、
斯
須
に
し
て
焼
け
重
く
。

【
訳
文
】
　
廷
尉
の
徐
元
礼
が
娘
を
嫁
が
せ
る
と
き
、
父
方
の
親

族
と
従
兄
の
孔
正
陽
が
一
緒
に
徐
の
家
を
訪
ね
た
。
途
中
に
土
塀

が
あ
り
、
ひ
と
り
の
こ
ど
も
が
、
裸
で
真
っ
赤
な
体
を
し
て
、
手

に
長
さ
五
、
六
寸
の
刀
を
持
ち
、
土
塀
の
上
に
座
っ
て
一
所
懸
命

に
磨
き
な
が
ら
、
独
り
言
を
言
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
(
孔
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正
陽
ら
が
乗
っ
た
車
が
通
り
か
か
る
と
)
車
に
飛
び
乗
り
手
す
り

の
内
側
に
座
っ
て
、
何
度
も
刀
を
見
、
そ
れ
を
舐
め
た
。
徐
の
家

の
門
前
に
あ
る
桑
の
木
の
下
に
や
っ
て
来
る
と
、
飛
び
降
り
て
、

灰
の
中
に
座
っ
て
、
ま
た
刀
を
磨
い
た
。
日
が
暮
れ
て
、
新
婦
が

車
中
に
入
る
と
、
こ
ど
も
が
刀
を
持
っ
て
車
内
に
入
り
、
す
そ
に

新
婦
を
刺
す
の
が
見
え
た
。
新
婦
は
刺
さ
れ
る
と
す
λ
1
に
倒
れ
た
。

新
婦
を
抱
え
て
家
に
入
h
ソ
服
を
脱
が
せ
て
み
た
ら
、
心
臓
の
あ
た

り
か
ら
腹
に
か
け
て
、
酒
器
を
置
く
盆
ほ
ど
の
大
き
さ
の
紫
色
の

癌
が
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
新
婦
は
亡
く
な
っ
た
。
こ
ど
も
の

化
け
物
は
門
を
出
で
て
刀
を
振
り
回
し
た
。
刀
に
は
血
が
つ
い
て

い
て
、
桑
の
木
に
塗
る
と
、
火
が
燃
え
、
し
ば
ら
く
し
て
焼
き
尽

く
し
た
。

【
注
釈
】
　
<
廷
尉
V
　
獄
訟
を
司
る
宮
職
名
。
　
<
従
祖
>
　
父
方

の
親
戚
。
従
祖
父
な
ら
、
父
の
い
と
こ
。
従
祖
兄
弟
な
ら
、
ま
た

い
と
こ
。
　
人
外
兄
)
　
い
と
こ
。
父
の
姉
妹
の
子
で
自
分
よ
り
年

長
の
も
の
。
　
<
坐
椅
上
磨
甚
駿
>
　
「
坐
」
　
の
字
、
飽
崇
城
本
『

御
覧
』
・
鈎
沈
本
は
「
企
」
に
作
る
。
そ
れ
だ
と
何
か
を
待
ち
望

つ
ま
た

ん
で
「
企
つ
」
　
て
い
る
意
と
な
る
。
　
人
曲
閲
>
　
革
に
つ
い
て

い
る
曲
が
っ
た
手
す
り
。
『
宋
史
』
輿
服
志
に
よ
る
と
、
皐
の
四

方
に
つ
け
て
あ
る
と
い
う
。
斯
学
毀
校
注
で
は
、
「
車
上
欄
干
湾

曲
之
処
、
也
就
是
申
子
角
落
里
。
」
と
解
す
る
。
　
入
日
晴
>
　
日

暮
れ
。
「
哺
」
は
、
「
鰯
」
(
『
説
文
』
に
「
鱒
、
申
時
食
也
。
」
と

あ
る
)
と
同
じ
。
　
<
心
腹
)
　
心
臓
と
腹
。
飽
崇
城
本
『
御
覧
』
・

鈎
沈
本
は
、
「
小
腹
」
に
作
る
。
「
小
腹
」
　
は
、
臍
よ
り
下
の
部

分
を
い
う
。
　
人
酒
菜
>
　
酒
の
道
具
を
入
れ
る
盆
。
「
欒
」
は
「

盤
」
と
同
じ
。
『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
「
放
置
酒
具
的
盤
子
」
と

い
う
。
　
<
有
頃
>
　
し
ば
ら
く
し
て
。
飽
崇
城
本
『
御
覧
』
・
鈎

沈
本
は
、
「
炊
頃
」
に
作
る
。
「
炊
頃
」
は
、
「
一
炊
頃
」
(
陸
薛

「
秋
夜
間
蘭
亭
天
章
寺
鐘
」
に
見
え
る
)
と
い
う
の
と
同
意
で
、

時
間
の
経
過
の
短
い
こ
と
を
表
す
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
六
朝
の

用
例
を
見
な
い
の
で
、
栗
本
『
御
覧
』
に
従
っ
て
「
有
頃
」
に
作

る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
何
か
怨
恨
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

病
気
で
急
死
す
る
こ
と
を
鬼
の
仕
業
と
し
て
具
現
化
し
た
も
の
か

不
明
で
あ
る
。
前
者
は
、
徐
元
礼
や
孔
正
陽
の
事
跡
か
分
か
ら
な

い
の
で
、
こ
の
話
か
ら
だ
け
で
は
何
と
も
言
え
な
い
。
後
者
と
す

れ
ば
、
「
病
膏
百
に
入
る
」
と
い
う
言
葉
で
有
名
な
『
春
秋
左
氏

伝
』
(
成
公
十
年
)
　
の
話
を
始
め
と
し
て
、
六
朝
志
怪
に
も
、
「

鬼
が
矛
で
人
を
刺
す
」
(
『
捜
神
記
』
巻
二
・
第
四
八
話
)
、
「
鬼

が
聖
を
頭
に
打
ち
付
け
る
」
(
『
捜
神
記
』
巻
一
六
・
第
三
七
九

話
)
、
「
鬼
が
耳
の
穴
か
ら
魂
を
抜
き
取
る
」
(
祖
沖
之
『
述
異
記
』

第
八
九
話
)
、
「
鬼
が
腹
の
中
に
入
っ
て
腹
痛
を
起
こ
す
」
(
『
捜

神
後
記
』
巻
六
・
第
一
一
話
)
　
な
ど
多
数
類
話
が
見
ら
れ
る
。

1
3
　
萄
暗
鳥
売
州
鏡
、
去
京
師
五
百
里
。
有
責
時
珍
異
食
者
　
0
欲

胎
郡
邑
親
貴
、
慮
経
信
宿
之
間
、
不
復
鮮
美
。
募
有
牛
能
自
行
敦

百
里
者
、
皆
厚
貫
之
。
有
人
進
一
牛
云
、
『
此
一
日
行
千
里
①
。
』

晴
乃
命
具
丁
車
善
駁
、
書
疏
費
追
。
旦
登
、
日
中
到
京
師
。
取
苔
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書
遅
、
至
一
更
姶
尭
便
達
②
。
時
以
其
駿
快
、
筋
骨
必
賂
有
異
③
、

蓬
殺
而
観
之
、
亦
無
塵
異
、
唯
見
望
筋
如
小
竹
大
④
、
白
頭
扶
育

著
肉
裏
⑤
。
故
外
不
党
也
。
〔
御
覚
九
百
〕

【
校
異
】
①
目
上
、
鈎
沈
本
脱
一
字
。
今
接
御
覚
補
。
②
寛
、
鈎

沈
本
作
進
。
今
接
御
覚
改
。
③
筋
、
御
覚
作
筋
。
飽
崇
城
本
興
鈎

沈
本
同
。
④
唯
、
鈎
沈
本
作
惟
。
今
嫁
御
覚
改
。
讐
上
、
鈎
沈
本
・

飽
崇
城
本
無
見
字
。
今
御
覧
補
。
訪
、
飽
崇
城
本
興
鈎
沈
本
作
肋
。

今
接
御
覧
改
。
⑤
著
、
御
覚
作
者
、
絶
崇
城
本
輿
鈎
沈
本
同
。
裏
、

鈎
沈
本
作
豪
。
今
接
御
覚
改
。

【
訓
読
】
　
筍
暗
　
売
州
の
鎖
と
為
り
、
京
師
を
去
る
こ
と
五
百

お
く

里
な
り
。
稀
に
珍
異
の
食
を
貞
λ
＼
者
有
り
。
都
呂
の
親
貴
に
胎
ら

ん
と
欲
す
る
も
、
信
宿
の
間
を
経
て
、
復
た
鮮
美
な
ら
ざ
る
を
慮

る
。
牛
の
能
く
目
に
数
百
里
を
行
く
者
有
る
を
募
り
、
当
に
厚
く

之
に
賞
す
べ
L
と
い
ふ
。
人
有
り
一
牛
を
進
め
て
云
ふ
、
「
此
れ

一
日
に
千
里
を
行
く
」
と
。
時
乃
ち
命
じ
て
丁
車
善
駁
を
具
へ
、

書
疏
を
ば
も
て
発
遺
せ
し
む
。
旦
に
発
し
て
、
日
中
に
京
師
に
到

を
は

る
。
苔
書
を
取
り
て
還
り
、
一
更
の
始
め
て
売
る
に
至
り
便
ち
達

す
。
時
　
其
の
駿
快
な
る
を
以
て
、
筋
骨
必
ず
将
に
異
有
ら
ん
と

し
、
遂
に
殺
し
て
之
を
観
る
。
亦
霊
異
無
く
、

の
如
く
大
な
る
が
、

頭

よ

り

青
を

挟
み
て

肉
の

裏　唯
に　だ

著っ双
く　筋
を　の

見　小
る　竹

の
み
。
故
に
外
よ
り
は
覚
ら
ざ
る
な
り
。

【
訳
文
】
　
萄
時
は
充
州
刺
史
と
な
り
、
都
か
ら
五
百
里
離
れ
た

と
こ
ろ
に
い
た
。
暗
に
珍
し
い
食
べ
物
を
献
上
す
る
も
の
が
い
た
。

都
に
い
る
親
戚
や
貴
人
に
送
り
た
い
と
思
っ
た
が
、
二
泊
も
の
時

間
が
か
か
っ
た
ら
、
新
鮮
で
な
く
な
る
と
心
配
し
た
。
そ
こ
で
一

目
に
数
百
里
を
行
く
牛
を
募
り
、
き
し
だ
し
た
者
に
は
た
く
さ
ん

の
褒
美
を
と
ら
せ
る
と
言
っ
た
。
一
頭
の
牛
を
献
上
す
る
者
が
い

て
、
「
こ
の
牛
は
一
日
に
千
里
を
行
き
ま
す
」
と
言
っ
た
。
時
は

人
夫
と
車
と
上
手
な
御
者
を
準
備
さ
せ
、
書
簡
を
携
え
て
出
発

さ
せ
た
。
朝
に
出
発
し
て
、
昼
に
は
都
に
着
い
た
。
返
書
を
も
ら

っ
て
、
夜
早
く
に
帰
っ
て
き
た
。
晴
は
あ
ま
り
に
も
速
い
の
で
、

筋
骨
に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、
そ
の
牛
を
殺
し

て
観
察
し
た
。
何
も
不
思
議
な
と
こ
ろ
は
な
く
、
た
だ
二
本
の
小

さ
な
竹
の
太
さ
の
筋
が
、
首
か
ら
背
中
を
挟
ん
で
延
び
、
肉
の
裏

側
に
つ
い
て
い
た
。
だ
か
ら
外
か
ら
見
て
は
気
づ
か
な
か
っ
た
の

だ
。【

注
釈
】
　
人
筍
曙
)
　
西
晋
の
武
将
。
字
は
道
将
。
恵
帝
の
時
、

売
州
刺
史
と
な
る
。
懐
帝
の
永
嘉
元
年
(
三
〇
七
)
　
に
征
夷
大
将

軍
、
五
年
(
三
一
一
)
　
に
東
海
王
司
馬
越
を
討
っ
て
大
将
軍
に
な

っ
た
が
、
同
年
石
勒
の
陣
中
に
没
す
。
『
晋
書
』
巻
六
一
に
伝
が

あ
る
。
　
人
馬
充
州
鏡
>
　
尭
州
刺
史
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。
亮

州
は
、
今
の
山
東
省
の
北
部
か
ら
河
北
省
南
部
〓
宵
。
当
時
、
萄

晴
は
厘
丘
　
(
今
の
山
東
省
苑
県
)
　
に
鎮
し
て
い
た
。
　
入
京
師
)

郡
。
こ
の
時
は
洛
陽
に
あ
っ
た
。
　
入
信
宿
)
　
二
泊
す
る
こ
と
。

『
春
秋
左
氏
伝
』
(
荘
公
三
年
)
　
に
　
「
凡
師
一
宿
為
合
、
再
宿
為

信
、
過
信
為
次
。
」
と
あ
る
。
　
<
具
丁
草
書
駁
>
　
人
夫
と
車
と

上
手
な
御
者
を
準
備
す
る
。
「
T
」
は
成
年
男
子
の
こ
と
。
郡
学

歳
校
注
に
「
準
備
好
夫
子
、
車
輌
和
会
社
車
的
人
。
」
と
解
す
る
。
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<
書
疏
貴
通
)
　
手
紙
を
持
っ
て
出
発
さ
せ
る
。
「
書
疏
」
は
書

簡
。
好
学
張
校
注
に
「
携
帯
書
信
出
発
。
」
と
解
す
る
。
　
<
至
一

更
始
尭
便
達
)
　
夜
早
く
に
帰
っ
て
く
る
。
夜
を
五
つ
に
分
け
て
l

五
更
と
し
、
「
一
更
」
　
は
夜
の
最
初
の
時
間
を
い
う
の
で
、
「
至
、

一
更
始
尭
」
は
、
夜
の
最
初
の
時
刻
が
過
ぎ
た
ば
か
り
の
時
に
と

い
う
意
味
に
な
る
。
飽
崇
城
本
・
鈎
沈
本
は
「
尭
」
を
「
進
」
に

作
る
。
そ
れ
だ
と
、
「
一
更
の
始
め
て
進
む
に
至
り
」
(
夜
の
最

初
の
時
刻
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
時
)
　
の
意
味
に
な
る
。
鄭
字
技

校
注
本
は
「
進
」
字
に
作
り
、
「
到
了
剛
跨
進
一
更
的
時
候
就
回

到
充
州
。
」
と
解
す
る
。
　
人
望
筋
>
　
二
本
の
筋
。
「
筋
」
は
「

筋
」
　
の
俗
字
。
飽
崇
城
本
・
鈎
沈
本
は
　
「
肋
」
(
あ
ば
ら
骨
)
　
に

作
る
が
、
意
味
か
ら
考
え
て
、
「
筋
」
の
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

【
補
説
】
　
こ
れ
は
、
通
常
で
は
二
泊
か
か
る
距
離
を
一
目
で
往
復

す
る
と
い
う
超
能
力
を
持
っ
た
牛
の
話
で
あ
る
。
牛
の
霊
異
に
関

す
る
も
の
と
し
て
は
、
金
牛
が
出
現
す
る
話
が
有
名
で
あ
る
　
(
澤

田
瑞
穂
『
金
牛
の
鎖
』
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
参
照
)
。
そ
の
他

に
も
、
「
牛
が
売
ら
れ
る
こ
と
を
察
知
し
て
、
食
事
も
と
ら
ず
涙

を
流
し
て
痩
せ
る
」
　
(
『
異
苑
』
巻
三
)
、
「
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
牛
が
涙
を
流
し
て
お
辞
儀
す
る
」
(
『
幽
明
録
』
第
九
六
話
)

な
ど
、
牛
が
感
情
を
表
す
よ
う
な
話
が
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
話
の
背
景
に
は
、
筍
晴
の
残
酷
き
が
語
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
晋
喜
』
本
伝
に
よ
れ
ば
、
筍
晴
の
残
酷

き
は
、
「
日
び
新
教
を
加
へ
、
流
血
　
川
と
成
り
、
人
　
命
に
堪
え

ず
。
号
し
て
屠
伯
と
日
ふ
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
弟
の
筍

純
は
更
に
残
虐
で
、
人
々
は
「
小
苛
は
大
苛
よ
り
も
酷
な
り
」
と

言
っ
た
と
い
う
。
筍
暗
兄
弟
が
当
時
残
虐
だ
と
い
う
悪
評
を
被
っ

て
い
た
こ
と
が
、
異
能
を
持
つ
牛
を
殺
し
て
ま
で
、
そ
の
特
異
性

を
探
ろ
う
と
す
る
話
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

1
4
　
者
保
至
檀
丘
陪
①
、
上
北
櫻
宿
。
算
鼓
二
中
②
、
有
人
著
黄

緑
早
衣
自
恰
③
、
購
入
持
炬
火
上
櫻
④
。
保
健
、
戒
璧
申
⑤
。
須

央
⑥
、
有
二
碑
上
⑦
、
使
迎
一
女
子
上
⑧
。
輿
白
幡
人
入
帳
中
宿

⑨
。
未
明
、
自
給
人
抵
先
去
⑬
。
如
此
四
五
宿
①
。
後
向
農
、
自

給
人
絶
去
②
、
保
囚
人
帳
中
、
持
女
子
間
⑬
、
「
向
去
者
誰
。
」

苔
日
⑱
、
「
桐
即
。
道
東
廟
樹
是
⑮
。
」
　
至
算
鼓
二
中
⑬
、
桐
郎

′

復
来
⑰
。
保
乃
析
取
之
、
縛
著
櫻
柱
。
明
日
硯
之
、
形
和
人
、
長

三
尺
徐
。
檻
送
詣
丞
相
、
渡
江
末
半
、
風
浪
起
。
桐
郎
得
投
入
水
、

風
波
乃
息
⑬
。
〔
類
栗
八
十
八
　
(
作
「
祖
后
怪
日
」
)
。
御
覚
九
百

五
十
六
〕

【
校
冥
】
①
至
、
類
棄
作
坐
。
樋
、
飽
崇
城
本
・
鈎
沈
本
作
壇
。

今
接
類
衆
・
御
覚
改
。
丘
、
類
衆
作
近
。
②
募
、
類
棄
・
御
覚
拉

作
暮
、
下
同
。
鼓
、
御
覚
作
鼓
。
③
著
、
御
覚
作
者
、
下
同
。
表

白
、
飽
崇
城
本
作
白
衣
。
拾
、
類
緊
作
恰
、
下
同
。
④
将
、
類
繁

作
得
。
⑤
蔵
、
飽
崇
城
本
作
止
。
⑥
須
、
御
覚
作
濵
、
類
棄
・
飽

崇
城
本
興
釣
沈
本
同
。
⑦
二
、
飽
崇
城
本
・
鈎
沈
本
作
三
。
今
接

類
衆
・
御
覚
改
。
上
下
、
類
緊
・
飽
崇
城
本
・
鈎
沈
本
有
帳
字
。

今
接
御
覧
刑
。
⑧
使
下
、
御
覚
有
碑
字
。
飽
崇
城
本
脱
使
字
。
⑨

中
、
類
衆
無
。
⑬
人
、
類
果
無
。
拭
、
御
覚
作
轍
、
類
棄
・
飽
崇
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城
本
興
鈎
沈
本
同
。
①
此
、
御
覧
作
是
、
飽
崇
城
本
興
鈎
沈
本
同
。

②
拍
此
四
五
宿
後
向
晨
自
給
人
桧
去
、
類
棄
無
此
十
三
字
。
⑬
持

女
子
問
、
類
衆
・
鈎
沈
本
作
問
侍
女
子
。
今
接
御
覚
改
。
⑭
苔
、

類
棄
作
答
。
⑮
桐
下
、
御
覚
有
侯
字
。
廟
樹
、
御
発
作
樹
廟
、
類

棄
・
飽
崇
城
本
興
鈎
沈
本
同
。
⑮
鼓
、
類
果
無
。
⑰
復
、
御
覚
無
。

⑧
波
、
飽
崇
城
本
作
狼
。

の
ぽ

【
訓
読
】
　
賽
保
檀
丘
随
に
至
り
、
北
楼
に
上
り
て
宿
す
。
暮

つ

　

　

　

　

　

ひ

き

鼓
二
中
、
人
有
り
黄
練
の
単
衣
自
給
を
著
け
、
人
を
将
ゐ
て
炬
火

か
く

を
持
た
し
め
樺
に
上
る
。
保
慣
れ
、
壁
中
に
蔵
る
。
須
史
に
し

て
、
二
碑
の
上
る
有
り
て
、
一
女
子
を
迎
へ
て
上
ら
し
む
。
白
幡

の
人
と
帳
中
に
入
り
て
宿
す
。
未
明
に
、
白
蛤
の
人
轍
ち
先
づ
去

あ
し
た
　
な
ん
な
ん

る
。
此
く
の
如
き
こ
と
四
五
宿
な
り
。
後
　
点
に
　
向
　
と
す
る
に
、

わ
づ

自
給
の
人
　
絶
か
に
去
れ
ば
、
保
　
困
り
て
帳
中
に
入
り
、
女
子
を

さ
き

持
し
て
問
ふ
、
「
向
に
去
り
し
者
は
誰
ぞ
」
と
。
苔
へ
て
日
く
、

「
桐
郎
な
り
。
道
東
の
廟
樹
是
れ
な
り
」
と
。
暮
鼓
二
中
に
至

き

り
、
桐
郎
復
た
来
た
る
。
保
乃
ち
祈
り
て
之
を
取
り
、
楼
柱
に
縛

た
け

著
す
。
明
日
之
を
視
れ
ば
、
形
は
人
の
如
く
、
長
三
尺
余
な
り
。

い
た

檻
送
し
て
丞
相
に
詣
ら
ん
と
し
、
江
を
渡
る
こ
と
未
だ
半
ば
な
ら

ざ
る
に
、
風
浪
起
こ
る
。
桐
郎
　
投
じ
て
水
に
入
る
を
得
、
風
波

や

乃
ち
息
む
。

【
訳
文
】
　
賽
保
は
檀
丘
随
に
行
き
、
北
楼
に
登
っ
て
泊
ま
っ
た
。

夜
の
鼓
が
二
更
の
時
刻
を
告
げ
た
と
き
、
黄
色
の
練
り
絹
の
単
衣

を
着
て
白
い
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
人
が
、
従
者
に
た
い
ま
つ
を
持
た

せ
て
楼
に
登
っ
て
き
た
。
保
は
恐
ろ
し
く
な
り
、
壁
の
陰
に
隠
れ

た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
二
人
の
下
女
が
登
っ
て
き
て
、
一
人
の
女

を
迎
へ
に
行
き
楼
に
登
ら
せ
た
。
女
は
白
い
頭
巾
の
人
と
椎
の
中

に
入
っ
て
一
夜
を
過
ご
し
た
。
夜
明
け
近
く
に
な
る
と
、
白
い
頭

巾
の
人
が
先
に
出
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
四
、
五
晩
続

い
た
。
そ
の
後
い
つ
も
の
よ
う
に
夜
が
白
み
か
け
る
と
、
白
い
頭

巾
の
人
が
出
て
い
く
と
す
え
＼
に
、
保
は
椎
の
中
に
入
り
、
女
を
捉

え
て
、
「
先
ほ
ど
出
て
い
っ
た
者
は
誰
か
」
と
尋
ね
た
。
女
は
、

「
桐
郎
様
で
す
。
道
の
東
に
あ
る
廟
の
樹
が
あ
の
方
で
す
」
と
答

え
た
。
夜
の
鼓
が
二
更
の
時
刻
を
告
げ
た
と
き
、
桐
郎
が
ま
た
や

っ
て
来
た
。
・
保
は
斬
り
つ
け
て
捉
え
、
楼
の
柱
に
縛
り
つ
け
た
。

翌
日
見
る
と
、
姿
形
は
人
の
よ
う
で
、
身
の
丈
は
三
尺
余
だ
っ
た
。

檻
に
入
れ
て
丞
相
の
も
と
に
送
り
届
け
よ
う
と
し
た
が
、
江
を
半

分
も
渡
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
波
風
が
起
こ
っ
た
。
桐
郎
が
そ
の
機

会
に
水
の
中
に
飛
び
込
む
と
、
風
波
が
止
ん
だ
。

【
注
釈
】
　
人
柱
丘
陪
>
　
ど
こ
に
あ
る
か
は
未
詳
。
「
鴨
」
に
は
、

堤
・
塞
・
村
の
意
が
あ
る
。
こ
こ
は
お
そ
ら
く
「
檀
丘
」
と
い
う

名
の
村
で
あ
ろ
う
。
　
<
碁
鼓
二
中
>
　
夜
の
二
更
を
告
げ
る
鼓
の

音
。
『
漢
挽
六
朝
小
説
通
訳
』
に
は
、
「
寺
廟
中
夜
間
用
采
報
時

的
鼓
。
」
と
解
す
る
。
鄭
学
歳
校
注
は
「
夜
里
二
更
中
間
。
」
と

解
す
る
。
　
<
責
絞
早
衣
自
給
>
　
‖
黄
色
の
練
り
絹
の
単
衣
と
白
い

頭
巾
。
単
衣
に
つ
い
て
、
『
漢
魂
六
朝
小
説
通
訳
』
　
で
は
、
「
為

晋
代
江
南
実
氏
在
交
際
場
合
所
穿
的
盛
服
。
」
と
注
す
る
。
『
捜

神
記
』
巷
四
　
(
第
七
六
話
)
　
で
、
河
伯
の
娘
と
の
結
婚
式
で
男
の

た
め
に
準
備
さ
れ
た
も
の
に
、
「
綿
布
単
衣
」
が
あ
り
、
『
捜
神
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記
』
巻
七
　
(
第
二
一
三
話
)
　
に
は
、
晋
の
永
嘉
年
間
　
(
三
〇
七
～

三
一
三
)
　
に
土
大
夫
が
競
っ
て
「
生
箋
早
衣
」
を
看
た
と
あ
り
、

『
捜
神
後
記
』
巻
九
(
第
九
九
話
)
に
、
晋
の
太
元
年
問
(
三
七

六
～
三
九
六
)
　
に
後
宮
の
妓
女
た
ち
を
懐
妊
さ
せ
た
猿
の
化
け
た

少
年
が
「
黄
緑
畢
衣
」
を
着
て
い
た
と
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
鬼

な
ど
が
「
黄
綬
畢
衣
」
を
着
て
出
現
す
る
話
が
多
く
見
ら
れ
る
。

「
袷
」
に
つ
い
て
は
、
李
格
非
・
呉
志
達
『
文
言
小
説
』
、
『
漠

規
六
朝
小
説
通
訳
』
、
鄭
学
弦
校
注
と
も
に
、
古
代
の
知
識
人
が

か
ぶ
っ
た
頭
巾
だ
と
注
す
る
。
　
<
持
女
子
問
>
　
女
を
捉
え
て
尋

ね
る
。
類
衆
・
鈎
沈
本
は
「
問
侍
女
子
」
に
作
る
。
そ
れ
だ
と
、

「
侍
女
子
に
問
ふ
」
(
下
女
に
尋
ね
た
)
　
と
な
る
。
こ
こ
で
は
残

っ
て
い
た
女
に
直
接
尋
ね
た
と
解
す
る
方
が
適
当
だ
と
思
わ
れ
る

の
で
、
『
御
覧
』
に
従
っ
た
。
　
<
縛
著
>
　
縛
り
つ
け
る
。
こ
の

「
著
」
に
つ
い
て
、
江
藍
生
『
規
晋
南
北
朝
小
説
詞
語
匿
釈
』
(

二
八
三
貢
)
　
で
は
、
動
作
が
到
達
す
る
と
こ
ろ
を
示
す
、
「
在
」

「
干
」
に
相
当
す
る
介
詞
の
例
と
し
て
挙
げ
て
あ
る
。

【
補
説
】
　
こ
れ
は
、
樹
木
の
精
霊
が
男
に
化
け
て
現
れ
、
女
と
夜

を
過
ご
す
と
い
う
話
で
あ
り
、
後
半
は
妖
怪
退
治
の
要
素
も
含
ま

れ
て
い
る
。
樹
木
の
精
霊
の
話
は
、
『
捜
神
記
』
巻
一
八
の
第
四

一
五
・
四
一
六
・
四
一
七
・
四
一
八
な
ど
に
見
ら
る
が
、
た
い
て

い
は
大
木
を
切
る
こ
と
と
怪
の
退
治
と
が
一
体
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
祖
台
之
『
志
怪
』
　
の
第
一
話
(
『
幽
明
録
b
第
三

一
話
も
同
じ
)
　
の
よ
う
に
、
樹
木
の
精
霊
が
小
さ
な
老
人
の
姿
で

現
れ
、
山
林
伐
採
に
警
告
を
発
す
る
話
も
あ
る
。
自
然
に
対
し
て

人
為
を
及
ぼ
す
と
き
に
抱
く
畏
れ
が
、
こ
の
よ
う
な
話
を
作
り
出

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
話
で
は
、
女
と
の
密
会
と
い
う

要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
の
が
、
同
類
の
話
の
中
で
特
異
な
点
で
あ

る
。
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会
稽
山
陰
東
郭
氏
女
、
先
興
解
人
私
通
.
此
人
佑
還
於
解
東

要
慈
橋
①
、
女
往
入
船
就
之
、
国
共
寝
接
②
。
鳥
設
食
胎
整
③
。

食
撃
、
女
婿
雨
鰭
彗
上
岸
去
。
船
遠
来
至
郭
、
蓮
人
語
此
女
己
死
。

乃
往
省
之
、
尚
未
積
也
。
貴
会
頑
之
、
両
手
各
把
一
緒
登
。
〔
御

覧
九
百
四
十
三
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

【
校
異
】
①
佑
、
御
覚
作
買
、
飽
崇
城
本
輿
鈎
沈
本
同
。
②
接
、

御
覚
空
格
、
飽
崇
城
本
興
鈎
沈
本
同
。
③
鰭
、
御
党
作
食
、
飽
崇

城
本
輿
鈎
沈
本
同
。

む
丁
め

【
訓
読
】
　
会
稽
山
陰
の
東
郭
氏
の
女
、
先
に
県
人
と
私
か
に

あ
き
な

通
す
。
此
の
人
　
佑
ひ
て
県
の
東
の
霊
慈
橋
に
還
る
に
、
女
　
往

き
て
船
に
入
り
て
之
に
就
き
、
因
り
て
共
に
寝
接
す
。
為
に
設
け

を

は

　

　

　

　

ふ

た

　

　

　

　

　

　

も

て
鰭
贅
を
食
は
し
む
。
食
ひ
畢
り
、
女
　
両
つ
の
胎
馨
を
将
ち
て

岸
に
上
り
て
去
る
。
船
　
還
り
来
た
り
郭
に
至
り
、
人
に
達
ふ
に

此
の
女
己
に
死
せ
り
と
語
る
。
乃
ち
往
き
て
之
を
省
る
に
、
尚
は

し

と

ね

　

ひ

ら

末
だ
残
せ
ざ
る
な
り
。
余
を
発
き
て
之
を
視
る
に
、
両
手
に
各

と

お
の
一
触
変
を
把
る
。

【
訳
文
】
　
会
稽
郡
山
陰
県
の
東
郭
氏
の
娘
は
、
先
頃
、
県
内
の

男
と
ひ
そ
か
に
情
を
通
じ
合
っ
て
い
た
。
こ
の
男
は
行
商
に
出
か

け
て
、
県
の
東
の
霊
慈
橋
ま
で
帰
っ
て
き
た
と
き
、
娘
が
船
の
中
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の
男
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
た
の
で
、
一
緒
に
床
に
入
っ
た
。
男

は
娘
の
た
め
に
為
に
設
け
て
胎
賢
を
食
は
し
む
。
食
ひ
畢
り
、
女

両
つ
の
胎
贅
を
将
ち
て
岸
に
上
り
て
去
る
。
船
還
り
来
た
り
郭

に
至
り
、
人
に
達
ふ
に
此
の
女
己
に
死
せ
り
と
語
る
。
乃
ち
往
き

て
之
を
省
る
に
、
尚
は
末
だ
濱
せ
ざ
る
な
り
。
会
を
発
き
て
之
を

視
る
に
、
両
手
に
各
お
の
一
胎
贅
を
把
る
。

【
注
釈
】
　
<
会
稽
山
陰
>
　
今
の
新
江
省
紹
興
市
。
　
<
鎗
賢
>

大
き
な
蟹
。
蛤
蛤
と
同
じ
。
『
御
覧
』
巻
九
四
三
　
「
鱗
介
部
」
に

「
胎
賢
」
が
あ
り
、
こ
の
祖
台
之
『
志
怪
』
の
話
と
『
嶺
表
録
異
』

を
引
く
。
『
嶺
表
録
異
』
は
、
唐
・
劉
佃
の
撰
で
魯
迅
の
校
訂
本

が
あ
り
、
「
蛤
蛤
、
乃
蟹
之
巨
而
異
者
。
」
と
記
す
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
「
ひ
そ
か
に
愛
し
合
っ
て
い
た
男
女
が
い

て
、
男
が
徴
兵
や
行
商
で
長
期
間
留
守
に
し
て
い
る
問
に
、
女
が

別
の
男
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
話
と
、
「
基
中
の
死
ん
だ
娘
と
結
ば
れ
る
」
幽
婚
譚
の
二

つ
の
要
素
を
も
っ
て
い
る
。
前
者
は
、
『
捜
神
記
』
巻
一
五
・
第

三
六
〇
話
の
「
河
間
郡
男
女
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
愛
惜
の

深
さ
に
よ
っ
て
奇
跡
が
起
こ
っ
て
女
が
生
き
返
る
再
生
譚
と
な
る

の
が
通
常
で
あ
る
が
、
こ
の
話
で
は
、
再
生
に
ま
で
及
ん
で
い
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
六
朝
志
怪
の
　
「
鬼
」
　
の
話
で
は
、
愛
情
に
焦

点
を
あ
て
た
も
の
は
少
数
で
あ
る
が
、
唐
代
に
な
る
と
、
こ
れ
が

中
心
に
な
っ
て
く
る
。
拙
稿
「
唐
代
に
お
け
る
鬼
の
小
説
-
『
太

平
広
記
』
鬼
類
衆
を
中
心
と
し
て
-
」
(
『
字
大
国
文
』
　
二
七
号
、

一
九
八
三
年
)
参
照
。
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